
内閣府・日本の将来像に関する世論調査
今後の地域社会

地
域
の
将
来
に
不
安

％
、担
い
手
が
不
足
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内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、
「
人
口
、

経
済
社
会
等
の
日
本
の
将
来
像
に
関

す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
を
ま
と
め

た
。
調
査
項
目
の
一
つ
が
「
今
後
の

地
域
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
。

地
域
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
る
人

は
、
約
半
数
に
及
ぶ
こ
と
が
分
か
っ

た
。
地
域
が
活
性
化
す
る
た
め
に
期

待
す
る
政
策
で
は
、
福
祉
・
医
療
の

充
実
、
新
産
業
の
創
出
な
ど
が
上
位

で
、
観
光
・
交
流
の
促
進
を
挙
げ
た

人
は
全
体
の
約
２
割
だ
っ
た
。

　
同
調
査
の
回
答
者
数
は
、

歳
以

上
の
男
女
１
８
２
６
人
。

　
地
域
の
将
来
に
対
す
る
意
識
＝

「
居
住
し
て
い
る
地
域
の
将
来
に
不

安
を
感
じ
る
か
」を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
不
安
を
感
じ
る
」
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
安
を
感
じ
る
」
の
合
計
が


・
８
％
だ
っ
た
。
都
市
規
模
別
で

は
、
小
都
市
、
町
村
で
「
不
安
を
感

じ
る
」
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

　
将
来
の
不
安
要
素
＝
「
不
安
を
感

じ
る
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
安

を
感
じ
る
」
と
答
え
た
人
に
不
安
に

感
じ
る
こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
地
域
を
支
え
る
担
い
手
の
不
足
」

が

・
７
％
で
最
多
。
以
下
は
「
商

店
街
な
ど
の
ま
ち
の
中
心
部
の
に
ぎ

わ
い
の
喪
失
」
が

・
０
％
、
「
医

療
・
介
護
施
設
の
不
足
」
が

・
４

％
、「
地
域
を
支
え
る
産
業
の
衰
退
」

が

・
２
％
な
ど
。「
地
域
の
伝
統
や

文
化
の
喪
失
」も

・
５
％
だ
っ
た
。

　
東
京
一
極
集
中
に
対
す
る
考
え
方

＝
「
地
方
か
ら
東
京
へ
の
人
口
移
動

が
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
の
東
京

へ
の
集
中
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
」
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
「
望
ま
し
く
な
い
」
が

・
３

％
、
「
居
住
地
は
人
び
と
が
自
ら
決

め
る
べ
き
で
あ
り
、
い
ず
れ
で
も
よ

い
」
が

・
２
％
、
「
現
状
程
度
が

望
ま
し
い
」
が

・
７
％
、
「
望
ま

し
い
」が
２
・
３
％
だ
っ
た
。集
中
は

「
望
ま
し
く
な
い
」の
回
答
は
、年
齢

が
上
が
る
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
が
活
性
化
す
る
た
め
に
特
に

期
待
す
る
政
策
＝
居
住
し
て
い
る
地

域
が
活
力
を
取
り
戻
し
た
り
、
さ
ら

に
活
性
化
す
る
た
め
の
政
策
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
「
多
様
な
世
代
が
共
に

暮
ら
せ
る
た
め
の
福
祉
、
医
療
の
充

実
」
が

・
５
％
で
最
多
。
以
下
は

「
地
域
に
雇
用
を
生
み
出
す
新
産
業

の
創
出
」
が

・
６
％
、
「
安
心
し

て
住
み
続
け
る
た
め
の
防
犯
、
防
災

対
策
の
充
実
」
が

・
７
％
、
「
商

店
街
の
活
性
化
対
策
や
、
ま
ち
な
か

の
居
住
環
境
の
向
上
な
ど
の
中
心
市

街
地
の
活
性
化
」
が

・
２
％
だ
っ

た
。
「
祭
り
、
自
然
、
町
並
み
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
・
交

流
の
促
進
」は

・
１
％
に
な
っ
た
。


